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このマニュアルについて
Creative Sound Blaster Audigy

Creative Audio Software

重要 : この PDFファイルには、製品についての全般的な情報が収められています。以下でこの PDFファイルを効率的に使用する方法につ

いて示します。すなわち、アプリケーションやヘルプファイルの起動方法、専用に用意されたリンク経由で関連 Web サイトへアク

セスする方法などについて説明します。

• アプリケーションやヘルプを起動する場合、又は、関連するWebサイトへアクセスする場合には、青色表示された文字をクリックする
か、オブジェクトやテキスト内に表示された  や のシンボルをクリックします。

• この PDFファイルでは、最適な表示が得られるようにデフォルトで［幅に合わせる］が設定されており、各ページの全内容を表示出来
ます。文字がはっきり見えない場合には、Ctrl + <+>キーを押してズームインするか、Ctrl + <->キーを押してズームアウトして下さい。
全画面表示を行う場合には、Ctrl + <L>キーを押します。

注意 : アプリケーションやヘルプファイルにアクセスするには、まずマニュアルとアプリケーションをコンピューターにインストールす
る必要があります。これを行わないと、エラーメッセージが表示されます。プログラムを起動するリンクをクリックしたときには、

Adobe Acrobat によってアプリケーションが起動されることを示すダイアログボックスが表示されることがあります。［全て］ボタ

ンをクリックすれば、その後のアプリケーションの起動時にこのメッセージは表示されなくなります。

リンク先のWebサイトにアクセスするには、インターネットに接続する必要があります。

本書の内容は、予告無く変更される場合があり、Creative Technology Ltd.の責務を表すものではありません。電気的、又は、機械的の別
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はじめに vii

はじ

最新
オー
テイ
よう

y SB1394 モデルと、この機能のない
明します。SB1394のアプリケーショ

タ（ADC）とDAコンバータ（DAC）
生します。Sound Blaster Audigyカー
ムや音楽の再生音を一層印象的にし

ディオプレイヤー、外部 CD-RWド
どの IEEE1394互換デバイスと簡単に

しみが際限なく広がります。
めに

のデジタル
ディオエンター
メントの世界に
こそ

Sound Blaster Audigyをご購入いただきありがとうございます。

このマニュアルでは、SB1394 接続機能を持つ Sound Blaster Audig
Sound Blaster Audigyゲームポートモデルの 2つのモデルについて説
ンは、Sound Blaster Audidy SB1394モデルにのみ使用出来ます。

Sound Blaster Audigyカードは、オンボード 24ビットADコンバー
の採用によって 96kHzのサポートを実現し、驚異的なサウンドを再
ドのプロセッサは、EAX ADVANCED HD™テクノロジーによるゲー
ます。

又、SB1394ポートの採用により、NOMADポータブルデジタルオー
ライブ、デジタルビデオカメラ、ハードディスク、MOドライブな
高速接続出来ます。

Sound Blaster Audigyと豊富なバンドルソフトを組み合わせると、楽



はじめに viii

EAX
HD™

、そして柔軟性を PCオーディオにも
udigyプロセッサーの処理能力を活用
機能を実現します。

ゲームのオーディオ音響をこれまで

ノロジーは、最大 4つのオーディオ
は、3Dによる環境の空間拡張を可能
ます。Environment Filtering™は、開
にシミュレートします。そして最後

スな移行を可能にします。革新的な

ディオがゲームで実現されます。

も保証されます。オーディオクリー

低減を可能にします。DREAM™ は、
ドサウンドを生成します。タイムス

速度を調節します。ミュージックの

フェクツによって、さらに強化され

優れたオーディオ忠実度と洗練され

、比類ないデジタルエンターテイメ
 Advanced 
とは?

EAX ADVANCED HDは、新たなレベルのパフォーマンス、パワー
たらします。EAX ADVANCED HDは、増強された Sound Blaster A
し、ゲームやミュージックを強化する数々の新しいHi-Fiオーディオ

全く新しい EAX ADVANCED HD ゲームオーディオライブラリは、
にないレベルにまで引き上げます。新たなMulti-Environment™テク
環境をリアルタイムでレンダリングします。Environment Panning™
にします。Environment Reflection™は、初期反響やエコーを再現し
放された環境、及び閉鎖された環境の双方でサウンドの伝播を正確

に、Environment Morphing™は、ある環境から別の環境へのシームレ
これらのテクノロジーにより、とてもリアルで溢れ出るようなオー

優れた音響は、EAX ADVANCED HDのミュージックテクノロジーで
ンアップ機能は、デジタルオーディオファイル内の不要なノイズの

あらゆるステレオミュージックで「クラブ調」に強化されたサラウン

ケーリング機能は、歪みを生じさせることなく、ミュージックの再生

再生は、特別に開発された EAX ADVANCED HD のミュージックエ
ています。

EAX ADVANCED HDは、3Dオーディオ性能を飛躍的に向上させ、
たリバーブエフェクツで、Sound Blaster Audigy製品群でのみ可能な
ント体験を実現します。
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同梱

モデルのみ）

シス

Sou
Aud

使用した100%DOS/V互換PC

ップセット

indows 2000（Professional版のSP2

Blaster Audigy SB1394モデルのみ）

ライバのアップデートの為に必須）

SB1
ショ
及び

つ Intel Pentium 100%互換CPU

以降のみ）、又は、Windows XP

ラレーター
品について 製品パッケージの内容は以下のとおりです。

❑ Sound Blaster Audigyカード

❑ ジョイスティック／MIDIブラケット（Sound Blaster Audigy SB1394

❑ Sound Blaster AudigyインストールCD

テム条件の確認

nd Blaster 
igy カード

❑ Pentium II以上の Intel純正CPU、Intel Pentium 100%互換CPUを

❑ Intel®純正のマザーボードチップセット、100%互換マザーボードチ

❑ Windows 98 Second Edition、Windows Me（Millennium Edition）、W
以降のみ）、又は、Windows XP

❑ 128MB以上のメインメモリー

❑ 600MB以上のHDD空き容量

❑ PCI 2.1仕様の空きPCIスロット1つ

❑ ジョイスティック／MIDIブラケット用の空きブラケット1つ（Sound 

❑ 空いている（シェアリングしていない）使用可能な IRQ1つ

❑ SB1394用の IRQ1つ（Sound Blaster Audigy SB1394モデルの場合）

❑ ヘッドフォン、又は、アンプ内蔵スピーカー（別売）

❑ ソフトウェアインストール用のCD-ROMドライブ

❑ インターネットにアクセス可能な環境（オンラインユーザー登録やド

394アプリケー
ン、ゲーム、
DVD鑑賞

❑ Intel® 純正Pentium® II 350MHz以上のCPU、又は、同等の性能を持

❑ Intel、又は、Intel 100%互換のマザーボードチップセット

❑ Windows 98 SE、Windows Me、Windows 2000（Professional版のSP2

❑ ゲームには8MB以上のビデオメモリーを持つ3Dグラフィックアクセ

❑ デジタルビデオ編集には128MB以上のメインメモリー
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ハードディスク（ATA-100、7,200rpm、

に推奨されているソフトDVDプレイ
応状況については、それぞれソフト

。

ます。各種の使用方法に対する要件

関連 ソフトウェアが含まれています。

rに関するニュースや製品を確認出来
iveWareの更新などに関する情報が提

テク t/faq/のサイトを確認して下さい。

表記 規則が使用されています。

、作業を続ける前に考慮

立つ注意を表します。

ダメージを与える危険性
❑ デジタルビデオのキャプチャー、編集には、Ultra DMAタイプの
20GB以上を推奨）と数GB以上の空き領域を推奨。

❑ 第2世代以降（6x以上）のDVD-ROMドライブとそのDVD-ROM
ヤーは、Sound Blaster Audigyに対応している必要があります。対
DVDプレイヤーの開発元、又は、販売元に事前にご確認下さい

これ以外の用途には、より高いシステム要件が必要になる場合があり

についてはオンラインヘルプを参照して下さい。

情報 Sound Blaster AudigyのインストールCDには、ライブラリー、及び
http://japan.creative.comのサイトを参照すれば、最新の Sound Blaste
ます。又、このサイトでは、購入方法、テクニカルサポート、Creat
供されています。

ニカルサポート 全般的な質問については http://japan.creative.com/soundblaster/suppor

の規則 このガイドでは、必要な情報を探しやすくするために、以下の表記

ノート型のアイコンは、特に重要な情報を示しており
しておく必要があります。

アラーム時計は、危険を伴なう状況を避けるために役

警告のマークは、人体を傷つけたり、機器に恒久的な
を表します。

http://japan.creative.com
http://japan.creative.com/soundblaster/support/faq/


1 付け方法について
ハードウェアの取り付け
この章では、Sound Blaster Audigyハードウェアの取り
説明します。



ハードウェアの取り付け 1-1

ハー

用意 下さい。

Sound
モデル
未使用

らにそ

用であ

プラスドライバー
（同梱されていません）

r Audigyカードゲームポートモデル

タルインタフェイスカードへの
。カードによっては、このコネク
いてないモデルがあります。
タルインタフェイスカードの
グレードパッケージは、販売され
い国や地域があります。
ドウェアの取り付け

するもの 取り付けを行う前に、以下のパーツと工具がそろっているか確認して

 Blaster AudigyカードSB1394
の場合、コンピューターに
の PCI スロットがあり、さ
の横のスロット 1 つも未使
ることが必要です。

Sound Blaster AudigyカードSB1394モデル

ジョイスティック／MIDIブラケット
（Sound Blaster Audigy SB1394モデルのみ）

デジタル I/Oコネクタ
（AUD_EXT）※

Sound Blaste

又は

※光デジ
接続用
タがつ
光デジ
アップ
ていな



ハードウェアの取り付け 1-2

So
Au
SB
各部

が出来る以下のようなジャックやコ

コネク
ての詳
ズガイ
を参照

Line O
ジャッ

4.1/5.1
テムに
又、ア
ジャッ

カーシ
カー、

に使用

カード
れてい
ついて

。

クタ、及びポート

タ（AUX_IN）
ーやMPEGカードなど、コンピューターに
いるオーディオソースの出力を接続します。

CD SPDIFコネクタ（CD_SPDIF）
CD-ROM、又は、DVD-ROMドライブの
SPDIF出力（デジタルCDオーディオ出力）
を接続します。

1394ポート
riveの J5に接続します。

ジョイスティック／ MIDIコネクタ
ジョイスティック／ MIDIブラケット
を接続します。

eative専用リザーブコネクタ
und Blaster 
digyカード
1394モデル
の説明

SBAudigyカード SB1394 モデルには、他のデバイスを接続すること

ネクタがあります。

タのピン割り当てについ
細は、オンラインユーザー
ドの「ハードウェア情報」
して下さい。

utジャック、及び Rear Out
クは、例えば Creative製の
チャンネルスピーカーシス

使用することが出来ます。
ナログ／デジタル出力
クは、5.1チャンネルスピー
ステムのセンタースピー
及びサブウーファー（LFE）
することが出来ます。

によっては、ここに説明さ
るコネクタのいくつかが
いないモデルがあります。

CD Audioコネクタ（CD-IN）
アナログCDオーディオケーブルを使用してCD-ROMや
DVD-ROMドライブのアナログオーディオ出力に接続し
ます。

SB1394コネクタ
IEEE1394互換の外部デバイスに接続します
（デジタルビデオカメラ、ハードディスク、
CD-RWドライブ、MOドライブ等、対応機
種の詳細は弊社Webサイトをご覧下さい）

ライン入力ジャック（LIN_IN）
外付けデバイス（カセット、DAT、
MiniDiscプレイヤーなど）に接続し
ます。

マイクロフォン入力ジャック
（MIC_IN）
音声入力用の外付けコンデンサマイ
クロフォンを接続します。

図 1-1 Sound Blaster Audigyカード SB1394モデルのコネ

リア出力ジャック（LIN_OUT2）
アンプ内蔵スピーカー、又は、外付
けアンプを接続します。4.1/5.1ス
ピーカーシステムを接続する場合は、
リアスピーカーを接続します。

ライン出力ジャック（LIN_OUT1）
アンプ内蔵スピーカー、又は、外付け
アンプを接続します。ヘッドフォンの
接続も出来ます。4.1/5.1スピーカー
システムを接続する場合は、フロント
スピーカーを接続します。

TADコネクタ（TAD）
標準的なボイスモデムとモノラル接続します。

AUXコネク
TVチューナ
内蔵されて

内蔵 SB
Audigy D

アナログ／デジタル出力ジャック
外部デジタル機器やデジタルスピー
カーシステム接続用の6チャンネル、
又は、AC-3 SPDIF出力です。5.1ア
ナログスピーカーシステムを接続す
るためのセンタースピーカー、及び
サブウーファーのアナログ出力もサ
ポートします。

Creative専用
リザーブコネクタ

Cr



ハードウェアの取り付け 1-3

So
Au
ゲー
モデ

ことが出来る以下のようなジャック

カード
れてい
ついて

し
購
する

ネクタ、及びポート

タ（AUX_IN）
ーやMPEGカードなど、コンピューターに
いるオーディオソースの出力を接続します。

 SPDIFコネクタ（CD_SPDIF）
-ROM、又は、DVD-ROMドライブの
DIF出力（デジタルCDオーディオ出力）を
します。
und Blaster 
digyカード 
ムポート
ル各部の説明

SB Audigyカードゲームポートモデルには、他のデバイスを接続する

やコネクタがあります。

によっては、ここに説明さ
るコネクタのいくつかが
いないモデルがあります。

CD Audioコネクタ（CD-IN）
アナログCDオーディオケーブルを使用してCD-ROMや
DVD-ROMドライブのアナログオーディオ出力に接続し
ます。

ジョイスティック／MIDIコネクタ
ジョイスティック／MIDIデバイスに接続
ます。オプションのMIDIアダプターをご
入いただくと、標準DINコネクタへ変換
ことが出来ます。

ライン入力ジャック（LIN_IN）
外付けデバイス（カセット、DAT、
MiniDiscプレイヤーなど）に接続し
ます。

マイクロフォン入力ジャック
（MIC_IN）
音声入力用の外付けコンデンサマイ
クロフォンを接続します。

図 1-2 Sound Blaster Audigyカードゲームポートモデルのコ

リア出力ジャック（LIN_OUT2）
アンプ内蔵スピーカー、又は、外付
けアンプを接続します。4.1/5.1ス
ピーカーシステムを接続する場合は、
リアスピーカーを接続します。

ライン出力ジャック（LIN_OUT1）
アンプ内蔵スピーカー、又は、外付け
アンプを接続します。ヘッドフォンの
接続も出来ます。4.1/5.1スピーカー
システムを接続する場合は、フロント
スピーカーを接続します。

TADコネクタ（TAD）
標準的なボイスモデムとモノラル接続します。

AUXコネク
TVチューナ
内蔵されて

CD
CD
SP
接続

アナログ／デジタル出力ジャック
外部デジタル機器やデジタルスピーカー
システム接続用の6チャンネル、又は、
AC-3 SPDIF出力です。5.1アナログス
ピーカーシステムを接続するためのセン
タースピーカー、及びサブウーファーの
アナログ出力もサポートします。



ハードウェアの取り付け 1-4

ジョ
MID
So
Au
モデ

Iデバイスと接続出来るコネクタがあ

パッケ
ジョイ

ケット
ありま

ブラケットの背面

のコネクタ
イスティック／
Iブラケット：

und Blaster 
digy SB1394
ル用

ジョイスティック／MIDIブラケットは、ジョイスティック／MID

ります。

ージの種類によっては、
スティック／ MIDI ブラ
が付属していないものが
す。

図 1-3 ジョイスティック／ MIDIブラケット

ジョイスティック／ MIDIコネクタ
ジョイスティックやMIDIデバイスを接続します。オプショ
ンのMIDIアダプターをご購入いただくと、標準DINコネク
タへ変換することが出来ます。
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取り

ステ
ハー
取り

、電源コードを壁のコンセントから

取り外します。ネジは後で使用する

主電源
の電源

電源ユ
でソフ
た場合

給が持
この際
ドを挿
る可能

既存の
ている
ウェア
カード
ドのオ
下さい

ジの「
に伴う

PCIスロット

digy
の場合

金属プレートを取り外す

ト

付け手順

ップ1：
ドウェアの
付け準備

1. コンピューターと周辺機器全ての電源を切ります。

2. コンピューターの金属部に触れ、身体に帯電した静電気を放電し
抜き取ります。

3. コンピューターのカバーを取り外します。

4. 空いている PCI拡張スロットから図 1-4のように金属プレートを
ので、別に保管しておきます。

を切って、コンピューター
コードを抜きます。ATXの
ニットを使用するシステム
トによる電源の切断を行っ
、PCI スロットへの電源供
続される場合があります。
、スロットにサウンドカー
入すると、カードを破壊す
性があります。

サウンドカードが装着され
場合は、ドライバソフト
をアンインストールして、
を全て取り外し、オンボー
ーディオ機能を無効にして
。詳細については、B-7ペー
複数のオーディオデバイス
問題」を参照して下さい。

図 1-4 金属プレートの取り外し

金属プレート

PCIスロット

金属プレート

Sound Blaster Audigy 
SB1394モデルの場合

Sound Blaster Au
ゲームポートモデル

1枚の
2枚の横並びの金属プレート
を取り外す

ISAスロット ISAスロッ



ハードウェアの取り付け 1-6

ステ
Sou
Aud
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ようにして無理な力をかけずに均等

ドが確実にPCI拡張スロット内部に

SB1394モデルに接続する場合には、
nd Blaster Audigyカードの隣に固定し

ド SB1394モデルのジョイスティック

カード

し込ま
ロット
は、一
トに挿

り付け

空きブラケット

udigy
ルの場合
ップ2：
nd Blaster 
igyカードの
付け

1. 空いている PCI拡張スロットにカードの位置を合わせ、図 1-5の
にSound Blaster Audigyカードをスロット内に押し込みます。カー
収まっていることを確認します。

2. 取っておいたネジの1つでAudigyカードを固定します。

3. ジョイスティックかMIDIデバイスをSound Blaster Audigyカード
ジョイスティック／MIDIブラケットをもうひとつのネジでSou
ます。

4. ジョイスティック／MIDIケーブルを Sound Blaster Audigyカー
／MIDIコネクタに接続します。図1-5を参照して下さい。

を無理に PCI スロットに押
ないで下さい。カードがス
内に適切に収まらない場合
度カードを抜き取り、スロッ
入しなおして下さい。

空きブラケット

ジョイスティック／MIDI
ブラケット

図 1-5 PCI拡張スロットへの Audigyカードの取

カードとブラケット
をネジで固定する

カードをネジ
で固定する

Sound Blaster Audigy
SB1394モデルの場合

Sound Blaster A
ゲームポートモデ
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オー
の接

ドライブのアナログオーディオコ

します。図 1-6を参照して下さい。

ドライブのデジタルオーディオコ

接続します。図 1-6を参照して下さ

ステ
電源 ます。

8ページの「関連周辺機器との接続」

ライバとアプリ ケーションの インス

Sound
ROM、
の CD
クタの
Surrou
オ）］と

ンの両
下さい

パッケ
びデジ

が付属
必要な
ショッ

は、DVD-ROMドライブ

又は

Audigyゲームポートモデル
ップ3：
ディオケーブル
続

CDのアナログオーディオ出力：

アナログ CDオーディオケーブルを CD-ROM、又は、DVD-ROM

ネクタから Sound Blaster Audigyカードの CD_INコネクタに接続

CDのデジタルオーディオ出力：

デジタル CDオーディオケーブルを CD-ROM、又は、DVD-ROM

ネクタから Sound Blaster Audigyカードの CD_SPDIFコネクタに

い。

ップ4：
の接続

1. コンピューターのカバーを取り付けます。

2. 電源コードをコンセントに接続し、コンピューターの電源を入れ

Sound Blaster Audigyを他のデバイスに接続する方法については、1-

を参照して下さい。

ドライバとソフトウェアのインストールについては、2-1ページの「ド

トール」を参照して下さい。

 Blaster Audigy カードを CD-
又は、DVD-ROM ドライブ

 SPDIFと CDオーディオコネ
両方に接続する場合には、

nd Mixer で［CD（オーディ
［CD（デジタル）］オプショ
方を同時に有効にしないで
。

ージによってはアナログ、及
タル CDオーディオケーブル
していない場合があります。
場合には、別途、パソコン
プでお買い求め下さい。 図 1-6 ドライブの接続

CD-ROM、又は、DVD-ROMドライブ

又は

CD-ROM、又

Sound Blaster Audigy SB1394モデル Sound Blaster 
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関連
の接

7は、関連周辺機器を Sound Blaster

udigyゲームポートモデルに接続し

、DVD-ROMドライブ

ort

）

d Blaster 
gyカード
94モデル

ティック／
ケット

続

MPC-to-MPC（2-ピン）
オーディオケーブル

※例：Creative Inspire 5.1 
Digital 5700、及び 
5600スピーカー
周辺機器と
続

Sound Blaster Audigyは、快適なリスニング空間を創造します。図 1-

Audigy SB1394モデルに、図 1-8は、関連周辺機器を Sound Blaster A

て最適な環境を構築する方法を示しています。

アナログモード：センタースピーカー、及び
サブウーファーに接続します。

デジタルモード：DINケーブルを使用して、
デジタルスピーカー※に
接続します。

CD-ROM、又は

Rear Out
SB1394 p

Line-out

コンデンサー
マイクロフォン

MPC-to-MPC（4-ピン
オーディオケーブル

Line Out

Soun
Audi
SB13

Creative製4.1/5.1chスピー
カーのフロント、及びリアア
ナログ入力に接続

Line In
カセット、CDプレイヤー、
シンセサイザー等

Mic In

ジョイス
MIDIブラ

ゲームパッド

アナログ／デジタル出力コネクタ

図 1-7 Sound Blaster Audigyカード SB1394モデルとその他の機器の接

デジタルビデオカメラ
などの IEEE1394互換
デバイスとの接続に使
用します。
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ライブ

※例：Creative Inspire 5.1 Digital 
5700、及び 5600スピーカー

の接続

MPC-to-MPC（2-ピン）
オーディオケーブル
アナログモード：センタースピーカー、及び
サブウーファーに接続します。

デジタルモード：DINケーブルを使用して、
デジタルスピーカー※に接続
します。

CD-ROM、又は、DVD-ROMド

Rear Out
SB1394 port

Line-out

MPC-to-MPC（4-ピン）
オーディオケーブル

Line Out

Sound Blaster Audigyカード
ゲームポートモデル

Creative製4.1/5.1chスピーカー
のフロント、及びリアアナログ
入力に接続

Line In
カセット、CDプレイヤー、
シンセサイザー等

Mic In

ゲームパッド

アナログ／デジタル出力コネクタ

図 1-8 Sound Blaster Audigyカードゲームポートモデルとその他の機器

コンデンサー
マイクロフォン
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スピ
テム

替える方法については、Creative
さい。

i Speaker Surround（CMSS）の使
の音源を 5.1チャンネルにアッ

terのCMSSの機能を有効にする

digyカード SB1394モデル

ーシステムの接続

クタ

spire 5.1 Digital 5700/
ーカーシス
との接続

アナログ／デジタル出力ジャックのアナログとデジタルのモードを切り

Surround Mixerのオンラインヘルプの「デジタル出力のみ」を参照して下

5.1チャンネルのスピーカーシステムをお持ちの場合には、Creative Mult
用によって、CDオーディオ、MP3、WMA、MIDI、Waveなどのステレオ
プミックスすることが出来ます。アップミックスする場合には、PlayCen
必要があります。PlayCenterのオンラインヘルプを参照して下さい。

Digital
DIN

Sound Blaster Au

図 1-9 Sound Blaster Audigyカード SB1394モデルとスピーカ

Rear Out
Line Out

5.1デジタルスピーカーシ
ステム※1の場合

アナログ5.1チャンネルスピー
カーシステム※2の場合

ミニプラグ／DIN
変換ケーブル *

ステレオミニプ
ラグオーディオ
ケーブル× 3

アナログライン入力、
及びリア入力

※1：Creative Inspire 5.1 
Digital 5700、又は、
5600

フロント、リア、セン
ター／サブウーファーの
アナログ入力

※2：Creative Inspire 
5.1 5300

アナログ／デジタル出力コネ

5.1チャンネルアナロ
グスピーカーシステム

* Creative In
5600に付属
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 Blaster Audigyカード
ートモデル

スピーカーシステムの接続

ut
ut

コネクタ

tive Inspire 5.1 Digital 5700/
に付属
Digital
DIN

Sound
ゲームポ

図 1-10 Sound Blaster Audigyカードゲームポートモデルと

Rear O
Line O

5.1デジタルスピーカー
システム※1の場合

アナログ5.1チャンネル
スピーカーシステム※2

の場合

ミニプラグ／DIN
変換ケーブル *

ステレオミニプ
ラグオーディオ
ケーブル×3

アナログライン入力、
及びリア入力

※1：Creative Inspire 5.1 
Digital 5700、又は、
5600

フロント、リア、センター／サブウーファー
のアナログ入力

※2：Creative Inspire 
5.1 5300

アナログ／デジタル出力

5.1チャンネルアナログ
スピーカーシステム

* Crea
5600
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AV
（6チ
への

SB1394モデル

ラグ／ピンプラグ×2オーディ
ンター、及びサブウーファーの
には、白のピンプラグをアンプ
に、そして赤のピンプラグをア
ファー入力にそれぞれ接続して

ーチャンネル

ウーファーチャンネル

プとの接続
アンプ
ャンネル）
接続

Sound Blaster Audigyカード

フロント、リア、セン
ター／サブウーファー
のアナログ入力

ステレオミニプラグ／ピンプラグ×2
オーディオケーブル×3本

6チャンネル AVアンプ

詳細情報
ステレオミニプ
オを使用してセ
入力に接続する
のセンター入力
ンプのサブウー
下さい。

Tip：左／センタ

Ring：右／サブ

図 1-11 Sound Blaster Audigyカード SB1394モデルと 6チャンネル AVアン

Rear Out
Line Out

アナログ／デジタル出力コネクタ

6チャンネルAV
アンプ
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ームポートモデル

ラグ／ピンプラグ×2オーディ
ンター、及びサブウーファーの
には、白のピンプラグをアンプ
に、そして赤のピンプラグをア
ファー入力にそれぞれ接続して

ーチャンネル

ウーファーチャンネル

ンプとの接続
Sound Blaster Audigyカードゲ

フロント、リア、セン
ター／サブウーファー
のアナログ入力

ステレオミニプラグ／ピンプラグ×2
オーディオケーブル×3本

6チャンネル AVアンプ

詳細情報
ステレオミニプ
オを使用してセ
入力に接続する
のセンター入力
ンプのサブウー
下さい。

Tip： 左／センタ

Ring： 右／サブ

図 1-12 Sound Blaster Audigyカードゲームポートモデルと 6チャンネル AVア

Rear Out
Line Out

アナログ／デジタル出力コネクタ

6チャンネルAV
アンプ
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スピ
配置

 1-13 推奨される 6スピーカー構成の
スピーカー配置

センター
スピーカー

フロント左
スピーカー

フロント右
スピーカー

リア左
スピーカー

リア右
スピーカー

ユーザー

サブ
ウーファー
ーカーの 6台のスピーカーを使用する場合、リスナーを中心に正方形の四

隅の位置に設置し（図 1-13に示すように）、スピーカーがリス

ナーの方に向くようにします。コンピューターのモニターがフ

ロントスピーカーからリスナーへの音が伝わる経路を妨げない

ようにします。最も気に入った位置になるまでスピーカーの相

対的な位置を調整します。サブウーファーも使う場合には、最

高の低音体感が得られるようにする為に、部屋の角に置きます。

図



 

2ソフトウェアのインストールこの章では、Sound Blaster Audigyソフトウェアのインストール方法に
ついて説明します。
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ソフトウェアのインストール

ドライバとアプリ
ケーションの
インストール

Sound Blaster Audigyを使用するには、デバイスドライバとアプリケーションをインストールする必要が

あります。ドライバ、及びバンドルされたアプリケーションをインストールするには、以下の手順に従っ

て下さい。以下のおおまかなインストールの手順は、サポート対象の全ての Windows に基本的に（一部

手順の異なる場合があります）共通です。

インストール CDは、マルチ言語版となっており、日本語版ソフトウェアをインストールする場合には、

インストールメニューから［日本語］を選択する必要があります。日本語版ソフトウェアの中には一部、

英語版プログラムが含まれています。尚、テクニカルサポートは、日本語版ソフトウェアをインストール

した場合のみに限らせていただきます。

1. Sound Blaster Audigyカードを取り付けたら、コンピューターの電源を入れます。
Windowsによって、自動的にオーディオカードとデバイスドライバが検出されます。

2. オーディオドライバのインストールを促すダイアログボックスが表示されたら［キャンセル］ボタン
をクリックします。

3. Sound Blaster AudigyインストールCDをCD-ROMドライブに挿入します。インストールCDはWindows
のオートランに対応しているので、プログラムが自動的に起動します。自動的に起動しない場合には、

CD-ROMの自動検出機能を有効にして下さい。詳細については、B-1ページの「ソフトウェアのイン
ストールに関する問題」を参照して下さい。

4. 画面に表示される指示にしたがって、インストール作業を進めます。

5. システムを再起動するように促されたら、システムを再起動します。

インストール時、Windows98 SE
のユーザーは、Windows 98 SEイ
ンストール CDを CD-ROMドラ
イブに挿入するように促される
場合があります。指示に従いイ
ンストール CDを CD-ROMドラ
イブに挿入して、［OK］ボタン
をクリックして下さい。
ご使用中のシステムに付属のCD
が Windows 98 SE の CD ではな
くリカバリーCDの場合や、イン
ストールの際に Windows 98 SE
のキャビネットファイルをシス
テムにインストールした場合
は、［参照］ボタンをクリックし
て、C:¥Windows¥Options¥Cabsの
ファイルを探し出して下さい。
適切な .cab ファイルが見つかっ
たら、［OK］ボタンをクリック
して下さい。
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アプリケーションの
削除、及び再インス
トール

問題の解決やコンフィギュレーションの変更、あるいはバージョン更新のためアプリケーションを再イン

ストールする前に、下記の手順でアプリケーションを完全に削除して下さい。この手順は全てのWindows

オペレーティングシステムに共通です。

1. サウンドカードのアプリケーションを起動している場合は終了させます。アンインストール時に起動
しているアプリケーションは削除されません。

2. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックしていきます。

3. ［アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックします。

4. ［アプリケーションの追加と削除のプロパティ］ダイアログボックスが表示されたら、Sound Blaster
 Audigyを選択し、［追加／削除］ボタンをクリックします。

5. ［Install Shield Wizard］ダイアログボックスが表示されたら、［削除］チェックボックスをクリックし、
［次へ］ボタンをクリックします。全てのアプリケーションが削除されます。

6. ［OK］ボタンをクリックし、［アプリケーションの追加と削除のプロパティ］ダイアログボックスを
閉じます。

7. ダイアログに従ってコンピューターを再起動します。

この［Install Shield Wizard］では［削除］以外にも［変更］、及び［修正］も出来ます。

詳細は［Install Shield Wizard］の画面上の説明をご覧下さい。

実際のインストール作業中に表示
さ れ る 画 面 等 は、お 使 い の
Windows の種類やバージョンに
よって、異なる場合があります。

Windows の種類によって［コント
ロールパネル］を表示させる操作
が異なります。お使いの Windows
上での操作の詳細は、Windows の
オンラインヘルプをご覧下さい。

Windows の種類によって［アプリ
ケーションの追加と削除］ダイア
ログに表示されるボタン名が異な
ります。お使いのWindowsのボタ
ン表示に従って操作して下さい。
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Windows 2000
（Service Pack 2）
のアップデート

Windows 2000 Service Pack 2では、ソフトウェアDVD再生用にAC-3 SPDIF出力（waveOutを利用した非

PCM）のサポートが強化されています。次のWebサイトのアドレスをクリックして、MicrosoftのWindows

2000 Webサイトに移動し、Windows 2000 Service Pack 2をダウンロードして下さい。このサービスパッ

クをインストールすることで、AC-3 SPDIFを利用出来るようになり、さらに、Windows 2000 OSのその

他の問題が修正されます。

http://microsoft.com/japan/windows2000/server/evaluation/news/bulletins/sp2.asp

Windows 98 SE
のアップデート

1394ストレージの
補助機能

Safe Removalユーティリティは、プラグアンドプレイストレージデバイスが切断される前にデバイスを安

全に停止させることが出来ます。又、周辺デバイスの予期しない取り外しに関連する部分について 1394

ドライバを更新します。このユーティリティは以下のWebサイトからダウンロード出来ます。1394スト

レージデバイスを無効にして、すぐにコンピューターとの接続を外した場合、ストレージデバイスを破損

させる危険性があります。

このストレージデバイスドライバを利用することで、周辺機器を保護するばかりでなく、約 300%という

大幅な性能の向上も期待出来ます。

http://www.microsoft.com/JAPAN/win98/downloads/contents/WURecommended/1394/default.htm

デジタルビデオ
アップデートの
インストール

DirectX 8.0、又は、8.0aのランタイムライブラリーをインストールしている場合には、デジタルビデオ用

の最新のアップデートをインストールして下さい。このアップデートには、1394デジタルビデオ機器ユー

ザーに対する PAL のサポートと、改善されたデバイスサポートが含まれています。このアップデートは

Windows 98 SEとWindows 2000に対応しています。又、Windows Me OSにもマイナーな改善が施されま

す。このアップデートをインストールするには、次のWebサイトに移動して下さい。

http://www.microsoft.com/downloads/release.asp?ReleaseID=28377

http://microsoft.com/japan/windows2000/server/evaluation/news/bulletins/sp2.asp
http://www.microsoft.com/JAPAN/win98/downloads/contents/WURecommended/1394/default.htm
http://www.microsoft.com/downloads/release.asp?ReleaseID=28377


3 リケーション
る方法について
Sound Blaster Audigyのアプ
この章では、Sound Blaster Audigyを最大限に活用す
説明します。
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So

Cre
Bla
オー
ケー

ケーションが付属しています。

Cre
Dia

ave、MIDI、又は、CDのオーディオ
ます。

実際の
リケー
るもの
Sound

und Blaster Audigyのアプリケーション

ative Sound 
ster Audigy
ディオアプリ
ション

Sound Blaster Audigyには、カードの機能を活かすことの出来るアプリ

❑ Creative Diagnose

❑ Creative Surround Mixer

❑ Creative AudioHQ

❑ Creative Wave Studio

❑ Creative PlayCenter

❑ Creative Recorder

❑ Creative Restore Defaults

❑ Creative MiniDisc Center

ative 
gnose

Creative Diagnoseを使うと、使用する Sound Blaster AudigyカードのW
再生、録音、及びスピーカー出力に関する機能を短時間でテスト出来

パッケージに付属するアプ
ションは、この章で説明す
と異なる場合があります。
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Cre
Su

て使用出来ます。

は、［アドバンスドモード］をクリッ

の操作を実行出来ます。

らのサウンドのミキシング

のコントロール

す。Surround Mixerでは、以下の操

erのオンラインヘルプを参照して下

Cre
Au

です。

ディオデバイスのオーディオプロパ

を利用出来ます。

、コントロールアプレットを大小の

。又、アプレットビューでは、全て

インヘルプを参照して下さい。

Surrou
には、
［プロ

イント
そして

クリッ

Defau
Sound 

ative 
rround Mixer

Creative Surround Mixerは、以下の操作でメインアプリケーションとし

❑ スピーカーのテスト

❑ EAX対応オーディオエフェクツの適用

❑ さまざまなオーディオ入力ソースからのサウンドのミキシング

❑ オーディオエフェクツの設定

Surround Mixerには 2つのモードがあります。［ベーシックモード］、又
クすることで、各モードを切り替えます。

ベーシックモードでは、Mixerパネルが表示されます。ここでは、以下

❑ 再生、又は、録音時におけるさまざまなオーディオ入力ソースか

❑ ボリューム、バスとトレブルのレベル、バランス、及びフェード

アドバンスドモードでは、Surround MixerとMixerパネルが表示されま
作を実行出来ます。

❑ オーディオエフェクツの選択

❑ スピーカー出力の指定

❑ スピーカーテストの実行

Creative Surround Mixerの使い方に関する詳細は、Creative Surround Mix
さい。

ative 
dioHQ

AudioHQは、Creativeオーディオソフトウェアのコントロールセンター

AudioHQ インタフェイスで、コンピューターに取り付けられたオー
ティの表示、試聴、設定を行うことの出来るコントロールアプレット

AudioHQのメインウィンドウでも、コントロールパネルと同じ要領で
アイコン形式で表示したり、一覧、又は、詳細な一覧で表示出来ます

の項目を選択したり、選択の解除を行うことが出来ます。

Creative AudioHQの使い方に関する詳細は、Creative AudioHQのオンラ

nd Mixer の設定を元に戻す
［スタート］メニューから
グラム］の［Creative］をポ
します。
、［Sound Blaster Audigy］を
クし、［Creative Restore 

lts］をクリックします。
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Sou
コン

ァイルやインストゥルメントでMIDI
り出来ます。

を参照して下さい。

デバ
コン

行うことが出来ます。

参照して下さい。

Cre
キー

ョンしたり再生することの出来るバー

MID メントを試聴することも出来ます。ま

そのデバイスを選択します。

EAX の設定が可能となります。

せん。イメージが浮かびそれが本当

ジック、その他のオーディオ用途に

コンピューター業界で初めてのシス

アター品質を上回るほどの能力を獲

と、非常に多彩なイマジネーション

効果は、今日のサラウンドサウンド

、音響特性、リバーブ、エコー、その

化することに成功しています。

照して下さい。
Sound

ndFont
トロール

Creative SoundFontコントロールを使うと、SoundFont、DLS、Waveフ
バンクを設定したり、キャッシュアルゴリズムやスペースを設定した

SoundFontコントロールの使い方に関する詳細は、オンラインヘルプ

イス
トロール

デバイスコントロールでSound Blaster Audigyのハードウェア設定を

デバイスコントロールの使い方に関する詳細は、オンラインヘルプを

ative
ボード

Creative Keyboardは、MIDIデバイスで作成された譜面をオーディシ
チャルキーボードです。

I入力 外付けの MIDI入力デバイスを使って、MIDIバンクやインストゥル
ず、MIDI入力デバイスを SB Audigyに接続し、Creativeキーボードで

詳細はオンラインヘルプを参照して下さい。

コントロール EAXコントロールにより、Sound Blaster Audigyエフェクツエンジン

まるでその場に居合わせたかのようなサウンドに驚かれるかもしれま

に目前に広がっているように感じられるでしょう。ゲームや、ミュー

おいてリアルな音声とインタラクティブなオーディオ体験を再現する

テムです。オーディオエフェクツによってコンピューターがホームシ

得します。このようなシステムから発せられるサウンドに夢中になる

の中で、目の前に実物が浮かび上がります。オーディオエフェクツの

と 3Dポジショナルオーディオを越えるものであり、部屋の大きさや
他の多様なエフェクツを考慮することで、実世界の音響空間をモデル

EAXコントロールの使い方に関する詳細は、オンラインヘルプを参
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Cre
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るWindowsベースのアプリケーショ

を再生、編集、録音。

パン、切り取り、コピー、貼り付け

サウンドを作成。

ート

照して下さい。

Cre
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ーディオ（MP3やWMAなど）プレ
ディオファイルの管理に加え、オー

グするためのMP3/WMA統合エンコー
クをエンコードすることが出来ます。

照して下さい。

Cre
Re

ソースのサウンドやミュージックを録

い。

Cre
Def

定に戻すことが出来ます。
Sound

ative Wave 
dio

WaveStudioは、以下のサウンド編集機能を簡単に実行することが出来
ンです。

❑ 8ビット（テープ品質）、及び16ビット（CD品質）Waveデータ

❑ さまざまな特殊効果や、ラップ、リバース、エコー、ミュート、

などの編集操作を使用してWaveデータを強化、あるいは独自の

❑ 複数のWaveファイルを同時に開いて編集。

❑ 未加工のデータファイル（.RAW）をインポート、及びエクスポ

Creative WaveStudioの使い方に関する詳細は、オンラインヘルプを参

ative 
yCenter

Creative PlayCenterは、大変使い易いオーディオ CD、及びデジタルオ
イヤーです。コンピューターに保存されたお気に入りのデジタルオー

ディオCDのトラックを圧縮デジタルオーディオファイルにリッピン
ダーにもなります。最大で通常の再生速度の 9倍、320kbpsでトラッ

Creative PlayCenterの使い方に関する詳細は、オンラインヘルプを参

ative 
corder

Recorderにより、マイクやオーディオCDといった、さまざまな入力
音し、Waveファイル（.wav）として保存することが出来ます。

Recorderの使い方に関する詳細は、オンラインヘルプを参照して下さ

ative Restore 
aults

Creative Restore Defaultsは、オーディオ設定を全てデフォルトの設
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Cre
Min

レコーダーに録音するためのソフト

の制作。

入。

を参照して下さい。
Sound

ative 
iDisc Center

Creative MiniDisc Centerは、MiniDisc（MD）レコーダー等のデジタル
ウェアです。

MiniDisc Centerにより、次のことが出来ます。

❑ 異なるオーディオフォーマットの気に入った曲を集めたアルバム

❑ トラック間にプリセットした長さの無音の間隔時間を自動的に挿

❑ 個人用アルバムの再生やMDレコーダーでの録音。

Creative MiniDisc Centerの使い方に関する詳細は、オンラインヘルプ



4アプリケーションの使用この章では、コンテンツの作成、ゲーム、エンターテインメントの用途で
どのアプリケーションを使用すればよいかを説明します。
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アプリケーションの使用

Sound Blaster Audigyは、高品位のマルチメディア再生、デジタルエンターテインメント、コンテンツ作
成、インターネットエンターテインメント、及びゲームの用途で利用出来ます。以降の節では、それぞれ

のニーズに最も適したアプリケーションについて説明します。

マルチメディア
の再生

DVDの鑑賞 外部Dolby Digital（AC-3）デコーダーがあれば、Sound Blaster Audigyに対応し、且つAC-3の SPDIF出
力をサポートしたソフトウェア DVDプレイヤーを使用することで、DVDムービーの Dolby Digitalオー
ディオコンテンツを楽しむことが出来ます。

しかし外部 Dolby Digital（AC-3）デコーダーがなければ、まず DVD-ROM ドライブを用意し、Creative
Inspire 5.1 5300スピーカーなど、最大 6チャンネルをサポートするスピーカーセットをそろえる必要があ
ります。そして、Sound Blaster Audigyに対応し、且つ AC-3の SPDIF出力をサポートしたソフトウェア
DVDプレイヤーを使用します。

さらにCreative Surround Mixerで、Dolby Digital（AC-3）デコード機能を有効にします（カードによって
は、この機能をサポートしていない場合があります）。

詳細については、Creative Surround Mixerのオンラインヘルプを参照して下さい。

同時にソフトウェアDVDデコーダー／プレイヤーで SPDIF出力、又は、それに相当する機能を有効にし
ます。

MP3/WMAファイル
の再生

Creative PlayCenterは、MP3/WMAファイルの再生をサポートしています。

• ソフトウェアDVDデコーダー／
プレイヤーによっては、SPDIF
出力をサポートしていても、最

大5.1チャンネルのデコードに対
応しないものがあります。この

ような場合、SPDIF 出力機能を
有効にすることで、Sound Blaster
Audigyに Dolby Digital信号をデ
コードさせることが出来ます。
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Wave/CD Audio
ファイルの再生

Creative PlayCenterを使用することで、Waveファイル、及び CD Audioファイルの両方を再生出来ます。
WAVは、Windows OSプラットフォームで動作するデジタルオーディオファイル形式です。CD Audioは、
CD-ROMドライブで再生可能なオーディオCDのデータです。

MIDIファイルの
再生

MIDI（*.MID）は、ミュージックシンセサイザーで演奏されるミュージックファイル形式です。Creative
PlayCenterか、MIDIシーケンサソフトウェアを使用してMIDIファイルを演奏出来ます。

デジタル
エンターテイン
メント

サラウンド
ムービーの鑑賞

DVDムービーエンターテインメントを楽しみたい方は、高音質のスピーカーを使用して下さい。Sound
Blaster Audigyに 5.1チャンネルスピーカーシステムを接続する場合は、Creative Surround Mixerでスピー
カー構成を設定します。Inspire 5.1 5300スピーカーシステムをお勧めします。

自分だけの
アルバムの編集

Creative PlayCenterを使って、CD Audioファイル、WAVファイル、MIDIファイルを含むアルバムを編集
出来ます。
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コンテンツの
作成

ボイスエフェクツの
適用

EAXコントロールを使用すれば、自分の歌声を録音し、それを修正したり、さらに特殊なエフェクツを
適用することも出来ます。EAXコントロールは、Creative Surround Mixerからアクセス出来ます。

サウンドと
エフェクツの録音

Creative Recorderは、ミキサー設定について気にすることなく、どんなオーディオソースでも簡単に録音
出来るツールです。又、任意のオーディオエフェクツを録音出来ます。

高度なコンテンツ
の作成

デジタルハード
ディスク録音

Sound Blaster AudigyとともにCreative Wave Studioを使用すれば、コンピューターでデジタルで録音／編
集（16ビット、48kHz）を行うことが出来ます。
DATデッキなど、任意の SPDIF互換デバイスを接続し、Creative Surround Mixerで［CD（デジタル）］を
選択します。

多数のエフェクツの
作成

Sound Blaster Audigyには、プログラム可能なさまざまなエフェクツが付属しています。Creative Surround
Mixerからアクセス出来る EAXコントロールで、リバーブやその他の特殊なエフェクツを作成出来ます。
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インターネット
エンターテイン
メント

CDのオーディオ
トラックのMP3形式
へのエンコード

Creative PlayCenterで、好きな CDミュージック全てをコンピューターのハードディスクにエンコードし
て記録すれば、自分専用のミュージックリストデータベースの出来上がりです。

MP3ミュージックの
ダウンロードと再生

Creative PlayCenterでは、インターネット上のさまざまなサイトからダウンロードしたMP3ミュージック
を再生出来ます。

EAX ADVANCED 
HDを適用したMP3
ミュージックの再生

Creative PlayCenterで「コンサートホール」や「バスルーム」などの環境を追加すれば、MP3再生に陰影
のある多次元的な音響リアリズムを付与出来ます。この拡張された MP3ミュージックは、Sound Blaster
Audigyカードを所有しない人でも共有出来ます。
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ゲーム
リファレンス

EAX ADVANCED 
HDサポートの活用

トップゲームデザイナーの手によるさまざまな EAX ADVANCED HDタイトルを楽しみましょう。その
仮想現実の世界に魅せられることでしょう。互換性を有する全タイトルリストは、

http://www.eax.creative.comで参照出来ます。

DirectSound3D
サポートの活用

Sound Blaster AudigyではDirectSound3D（DS3D）ゲームがサポートされます。3D空間内で定位するサウ
ンドがゲーム体験を驚くほど豊かにします。

A3D 1.0サポートの
活用

Sound Blaster AudigyによってA3DコールがDirectSound3Dに変換されるので、A3Dゲームを楽しむこと
も出来ます。

非3Dゲームのため
の環境の
カスタマイズ

Creative Surround Mixerからアクセス出来る EAXコントロールパネルで、非 EAX ADVANCED HDゲー
ム用にカスタマイズした環境を構築します。

http://www.eax.creative.com


A仕様
ここでは、Sound Blaster Audigyカードの仕様を示します。
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仕様

この項では、Sound Blaster Audigy カード SB1394モデル、Sound Blaster Audigyカードゲームポートモデ

ル、及びジョイスティック／MIDIブラケット（Sound Blaster Audigy SB1394モデル用）の仕様を示します。

特徴

PCIバス
マスタリング

❑ PCIバージョン2.1互換

❑ バスマスター方式により、オーディオストリーミングのレイテンシーが解消されシステムの動作が高速化

Audigyプロセッサ ❑ ハードウェアアクセラレーションにより向上したデジタルエフェクツ処理

❑ 192dBのダイナミックレンジを維持した32ビットのデジタル処理

❑ 最高品質のオーディオ再生を実現する、特許を受けた8ポイント補間

❑ ハードウェアによる64ボイスのウェーブテーブルシンセサイザー

❑ プロ品質のデジタルミキシング、及びイコライザー処理

❑ 使用可能な空いているメインメモリーの容量に応じて割り当てられるSoundFontバンク

高品位オーディオ
処理

❑ CDオーディオ、ライン入力、Aux、TAD、及びPCスピーカー、マイクロフォンなどのアナログソー
スをAC’97 Codecによって内部デジタルソースとミキシング

❑ それぞれ任意のサンプリングレートで64のオーディオチャンネルを再生

❑ Audigy Digital Mixer内の全デジタルソースに対する32ビットミキシング

❑ アナログ入力を48kHz/24ビットでアナログデジタル変換

❑ デジタルソースを48kHz/24ビットでデジタルアナログ変換してアナログ5.1スピーカーに出力

❑ 8、11.025、16、22.05、24、32、44.1、及び48kHzの16ビットレコーディングサンプリングレート



仕様 A-2

プロ仕様のデジタル
オーディオ処理

❑ 最大24ビット／96kHzの入力信号までをサポート
注意 : 24ビット／ 96kHzでのレコーディング（録音）には対応していません。

❑ ドルビーデジタル（AC-3）信号のソフトウェアデコードをサポート（一部のモデルは非サポート）

❑ 24ビットのデジタル出力（サンプリングレートは44.1kHz、48kHz、96kHzから選択可能）
注意 : Microsoft DRM（Digital Rights Management）技術で作成、保護されたデジタルオーディオコ
ンテンツには対応しません。

❑ 6チャンネルSPDIF出力（デジタルDIN接続時）が可能

❑ ケーブル接続の手間を省くSPDIF入出力（バイパス）のソフトウェアによる切り替え

❑ ASIO対応による低レイテンシーマルチトラックレコーディング

柔軟なMixer
コントロール

❑ CDオーディオ、ライン入力、Aux、TAD、PCスピーカー、マイクロフォン、Wave/DirectSoundデバイ
ス、MIDIデバイス、CD Digital（CD SPDIF）、ライン入力 2、マイクロフォン 2、Aux2、SPDIF Inの
ソフトウェアコントロール

❑ アナログミックス（CDオーディオ、ライン入力、Aux、TAD、PCスピーカーのミックス）、マイクロ
フォン、Wave/DirectSoundデバイス、MIDIデバイス、CD Digital（CD SPDIF）、ライン入力 2、マイ
クロフォン2、Aux2、及びSPDIF Inのソフトウェアレコーディングコントロール

❑ 録音時に使用する入力ソースの切り替え、及びさまざまなオーディオソースのミキシング

❑ 調整可能なマスタボリュームコントロール

❑ バスとトレブルを個別にコントロール

❑ フロントとリアのバランスをコントロール

❑ ミュート／パンコントロール



仕様 A-3

ドルビーデジタル
（AC-3）
デコーディング

❑ ドルビーデジタル（AC-3）のソフトウェアデコーディング、又は、ドルビーデジタルのパススルー

❑ Bass Redirection：小さなサテライトスピーカーを使用したシステムでの重低音再生を強化

❑ クロスオーバーバス周波数（10～200Hz）（個別のサブウーファーユニットに合わせて低音レベルを調
整可能）

❑ 調整可能なCenter、及びLFEのレベルコントロール

Creative Multi 
Speaker 
Surround™ 
(CMSS™)

❑ マルチスピーカーテクノロジー

❑ プロ品質のパンニング、及びミキシングアルゴリズム

❑ 複数のサウンドを個別に動かし、リスナーの周囲に定位可能

SB1394™互換：
Sound Blaster 
Audigy SB1394
モデルのみ

❑ IEEE 1394a仕様に準拠

❑ 100Mbps、200Mbps、400Mbpsのデータ伝送レートをサポート

❑ IEEE 1394互換のデバイスをデイジーチェーン構成で最大63個までサポート



仕様 A-4

接続性

Sound Blaster 
Audigy カード
SB1394モデル

オーディオ入力 ❑ リアブラケット上のステレオミニジャックによるラインレベルのアナログライン入力

❑ リアブラケット上のステレオミニジャックによるモノラルマイクアナログ入力

❑ カード上の4ピンMolexコネクタによるラインレベルのCD_INアナログ入力

❑ カード上の4ピンMolexコネクタによるラインレベルのAUX_INアナログ入力

❑ カード上の4ピンMolexコネクタによるラインレベルのTADアナログ入力

❑ カード上の2ピンMolexコネクタによるCD_SPDIF（デジタル）入力

オーディオ出力 ❑ リアブラケットのアナログ／デジタル出力（ミニジャック）

• アナログ出力：センターチャンネル、及びサブウーファーチャンネル

• デジタル出力：フロント、リア、センター、及びサブウーファーのデジタル DIN出力

❑ リアブラケットのステレオミニジャックによる2系統のラインレベルアナログ出力
（ライン出力、リア出力）

❑ ライン出力（LIN_OUT1）はステレオヘッドフォン（インピーダンス32Ω）をサポート

カードのモデルによっては、いく
つかのコネクタがついていないも
のもあります。



仕様 A-5

SB1394
インタフェイス

❑ カード上に1個の2×5ピン内部SB1394ポート（コネクタ）を装備
（Audigyドライブへ接続可能なモデルのみ）

❑ リアブラケットに1個の6ピンSB1394（IEEE1394）ポート（コネクタ）を装備

インタフェイス ❑ VOL_CTRL 1×4コネクタ

❑ PC_SPK（PCスピーカー） 1×2コネクタ

❑ 2×20ピンAUD_EXTヘッダー（光デジタルインタフェイスカードへ接続可能なモデルのみ）

❑ 2×8 ピンJOYSTICKヘッダー（ジョイスティック／MIDIブラケットの接続用）

6ピン SB1394ポート（コネクタ）の
最大出力は2Wです。IEEE 1394ハー
ドディスクやCD-RWドライブなど
電力消費の大きいデバイスはデバ
イス自身で電源を持たない場合に
はこのポートに接続出来るのは1台
だけです。

カードのモデルによっては、いく
つかのコネクタがついていないも
のもあります。



仕様 A-6

Sound Blaster 
Audigy カード 
ゲームポートモデル

オーディオ入力 ❑ リアブラケット上のステレオミニジャックによるラインレベルのアナログライン入力

❑ リアブラケット上のステレオミニジャックによるモノラルマイクアナログ入力

❑ カード上の4ピンMolexコネクタによるラインレベルのCD_INアナログ入力

❑ カード上の4ピンMolexコネクタによるラインレベルのAUX_INアナログ入力

❑ カード上の4ピンMolexコネクタによるラインレベルのTADアナログ入力

❑ カード上の2ピンMolexコネクタによるCD_SPDIF（デジタル）入力

オーディオ出力 ❑ リアブラケットのアナログ／デジタル出力（ミニジャック）

• アナログ出力：センターチャンネル、及びサブウーファーチャンネル

• デジタル出力：フロント、リア、センター、及びサブウーファーのデジタル DIN出力

❑ リアブラケットのステレオミニジャックによる2系統のラインレベルアナログ出力
（ライン出力、リア出力）

❑ フロントライン出力でステレオヘッドフォン（32Ω）をサポート

インタフェイス ❑ VOL_CTRL 1×4ピンヘッダー

❑ PC_SPK （PCスピーカー） 1×2ピンヘッダー

❑ AUD_EXT 2×20ピンヘッダー
（Audigyドライブへの接続可能なモデルのみ／アップグレードオプション）

❑ 15ピンジョイスティック／MIDIコネクタ（リアブラケット）

カードのモデルによっては、いく
つかのコネクタがついていないも
のもあります。

カードのモデルによっては、いく
つかのインタフェイスがついてい
ないモデルもあります。



B 発生する可能性の
トラブルシューティング
ここでは、インストール時、又は、通常の使用時に
ある問題の解決方法を説明します。
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トラ

発生することがある問題のいくつか

ソフ
イン
関す

ムが起動しない。

ールプログラムを開始するには

ルクリックします。

ンを右クリックします。

示に従います。

トロールパネル］をクリックします。

ブルクリックします。

ジャ］タブをクリックし、CD-ROM

、［自動挿入］チェックボックスが選

Windo
ロール
が異な

上での

オンラ
ブルシューティング

この付録では、サウンドカードの取り付け時、又は、通常の使用時に

を解決するためのヒントを提供します。

トウェアの
ストールに
る問題

CD-ROMをドライブに挿入しても、自動的にインストールプログラ

Windowsの自動再生機能が有効になっていない可能性があります。

［マイ コンピュータ］のショートカットメニューを使用してインスト
1. Windowsデスクトップの［マイ コンピュータ］アイコンをダブ

2. ［マイ コンピュータ］ウィンドウで、CD-ROMドライブのアイコ

3. ショートカットメニューで［自動再生］をクリックし、画面の指

自動挿入機能を使用して自動再生を有効にするには

1. ［スタート］ボタンをクリックし、［設定］をポイントして［コン

2. ［コントロールパネル］ウィンドウの［システム］アイコンをダ

3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスの［デバイスマネー
ドライブを選択します。

4. ［プロパティ］ボタンをクリックします。

5. ［プロパティ］ダイアログボックスの［設定］タブをクリックし
択されていることを確認します。

6. ［OK］ボタンをクリックしてダイアログボックスを終了します。

ws の種類によって［コント
パネル］を表示させる操作
ります。お使いの Windows
操作の詳細は、Windows の
インヘルプをご覧下さい。
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サウ
問題

ンド、又は、エフェクトが生じた。

します。

いること。

ッドフォン」になっていることを確

選択が「再生リダイレクト」になっ

ックに接続されていること。

クスが解除され、そのソースが有効

れていることをSurround Mixerで確
ンドに関する オーディオファイルが再生されたとき、予期しない過剰な環境サウ

不適切な環境プリセットを選択していませんか？

適切な環境に切り換えるには

1. ［AudioHQ］から［EAXコントロール］を開きます。

2. EAXプリセットの［No effects］、又は、適当なプリセットを選択

ヘッドフォンから音が出ない。

以下を確認して下さい。

❑ ヘッドフォンがライン出力（LIN_OUT1）ジャックに接続されて

❑ サラウンドミキサーのメインデッキで、スピーカーの選択が「ヘ

認します。

❑ サラウンドミキサーのメインデッキで、レコーディングソースの

ていることを確認します。

4スピーカー配置では、リアスピーカーからの音が出ない。

以下を確認して下さい。

❑ リアスピーカーが、Audigyカードのリア出力（LIN_OUT2）ジャ

問題を解決するには

1. Surround Mixerで、再生しているソースのミュートチェックボッ
となっていることを確認します。

2. 録音のソースと同じソースを選択します。

❑ 環境を変更した場合は、アクティブなソースのミュートが解除さ

認して下さい。
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続されていることを確認します。次

キで確かめます。それでもまだ音が

ス記号をクリックし、［デジタルアウ

。このチェックボックスが選択され

ound Blaster Audigyカードからの音を
くは、Surround Mixerオンラインヘ

て下さい。あるいは、AudioHQの
クして、［ヘッドフォン使用時はス

り消して下さい。

イル再生時、オーディオが出力され

いる。

あるいはその両方のページで、［オリ

します。Surround Mixerを使うと、必
スピーカーから音が出ない。

以下を確認して下さい。

❑ まず最初に、スピーカーがSound Blaster Audigyカードの出力に接
に、正しいソースのミュートが解除されていることをMixerデッ
聞こえない場合は、ボリュームスライダーの上にある赤いプラ

トのみ］チェックボックスが選択されているかどうか確認します

ている場合は、デジタルアウトのみの設定になっているので、S
聞くにはデジタルスピーカーを接続しなければなりません。詳し

ルプの［デジタルアウトのみ］の項を参照して下さい。

❑ Audigy Driveにヘッドフォンが接続されている場合は、取り外し
［デバイスコントロール］を開き、［Audigy Drive］タブをクリッ
ピーカーへの出力をミュートする］チェックボックスの選択を取

.wav ファイルや MIDI ファイル、AVI クリップなどのデジタルファ
ない。

可能性のある原因は、以下のとおりです。

❑ スピーカーのボリュームつまみが適切に設定されていない。

❑ 外付けアンプ、又は、スピーカーが誤ったジャックに接続されて

❑ ハードウェアの競合が起こっている。

❑ Surround Mixerでスピーカーが正しく選択されていません。

❑ EAXコントロールの［マスター］タブ、又は、［ソース］タブ、
ジナルサウンド］のエフェクト量が0%に設定されている。

以下を確認して下さい。

❑ スピーカーの音量コントロールノブがある場合、中程度の範囲に

要に応じて音量を調整出来ます。
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D/AUX/TAD/PCスピーカー）とい

ミックス（ラインイン /CD/AUX/

オンにし、ミュートします。

（LIN_OUT1）、又は、リア出力

Oアドレスの 競合の解決方法」を

選択。

ブページのマスターオリジナルサ

カード
持って
クタは

ません
個別のアナログ録音ソースが Surround Mixerに表示されない。

以下に示すアナログ録音ソースが、アナログミックス（ラインイン /C
う 1つの録音コントロールにまとめられています。

❑ ラインイン

❑ CD（アナログ）
❑ Auxiliary

❑ TAD-In

❑ PCスピーカー

Surround Mixerで、個別のアナログ録音ソースを選択出来ない。

個別のアナログソースを録音するには

❑ Surround Mixerの録音パネルで、選択された録音ソースがアナログ
TAD/PCスピーカー）であることを確認します。

❑ 録音したくないアナログソースの［ミュート］チェックボックスを

❑ アンプ内蔵スピーカー、又は、外部アンプは、カードのライン出力

（LIN_OUT2）ジャックに接続します。

❑ カードと周辺機器が競合を起こしていないこと。B-10ページの「I/
参照して下さい。

❑ スピーカー、又は、ヘッドフォンに対応する［スピーカー構成］の

❑ ［EAXコントロール］ダイアログの［マスター］、及び［ソース］タ
ウンドのエフェクト量スライダーが、100%に設定されている。

が、既当するコネクタを
いない場合には、そのコネ
Surround Mixer に表示され
。
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CD Inコネクタが接続されていること

フトウェアミキサアプリケーション

源の左右バランスを、Surround Mixer
ときに発生します。例えば、Windows
rで CDオーディオを右側にパンする

力ソースのバランスを中央に戻しま

ることはなくなります。
CD-Audio再生時、オーディオが出力されない。

問題を解決するには

❑ CD-ROMドライブのAnalog Audioコネクタとサウンドカードの
を確認します。

ソースをパニングすると音が消えることがある。

この状態は、デジタルアウトのみの設定で、Surround Mixer以外のソ
（例えば、Windows Volume Controlアプリケーション）を使って、音
のメインデッキの音源をパンする位置と比較して反対側に設定した

Volume Controlの CDオーディオバランスが左側で、Surround Mixe
ような場合です。

問題を解決するには

❑ そのSurround Mixer以外のミキサーを開き、全てのオーディオ入
す。これで、Surround Mixerでソースをパニングしても音が消え
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不十
So
キャ

換MIDIファイルがロードされてい

で、SoundFontキャッシュスライダー

能なメインメモリーに依存します。

合

の選択］ボックスのSoundFontバンク

ジョ
に関 ターのジョイスティックポートが競

コンピューターのジョイスティック

クしていきます。

をダブルクリックします。

 マネージャ］タブをクリックします。

し、次に［Creative Gameport］を選

容量の

音質の
にあり

Windo
ロール
が異な

上での

オンラ
分な
undFont
ッシュ

SoundFontsをロードするためのメモリーが不十分である。

SoundFontsに割り当てられたメモリーが不十分なまま、SoundFont互
たり再生されていると、この状態になることがあります。

SoundFontキャッシュを多く割り当てるには

❑ ［SoundFontコントロール］ダイアログのオプションタブページ
を右に移動します。

割り当てられる SoundFontキャッシュは、コンピューターの使用可

コンピューターの使用可能なメインメモリーがまだ不足している場

❑ ［SoundFontコントロール］ダイアログの設定バンクで、［バンク
を容量の小さいものに変更します。

イスティック
する問題

ジョイスティックが動作しない。

Sound Blaster Audigyカードのジョイスティックポートとコンピュー
合を起こしています。

問題を解決するには

❑ サウンドカードのジョイスティックポートを無効にし、代わりに

ポートを使用して下さい。

1. ［スタート］、［設定］、［コントロール パネル］の順にクリッ

2. ［コントロール パネル］ウィンドウで、［システム］アイコン

3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスで、［デバイス

4. ［サウンド、ビデオ、及びゲームのコントローラ］をクリック
択します。

5. ［プロパティ］ボタンをクリックします。

6. プロパティのダイアログボックスで以下のようにします。

小さいSoundFontの使用は、
低下とトレードオフの関係
ます。

ws の種類によって［コント
パネル］を表示させる操作
ります。お使いの Windows
操作の詳細は、Windows の
インヘルプをご覧下さい。
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スがある場合

します。

ます。

っているときは、デバイスマネー

ジョイスティックの位置を計算する

ティックの位置を範囲外と推定し、

8ビット I/Oリカバリータイムの値を
ロックを遅くするのも有効です。こ

し下さい。なお、BIOSの設定に関す
下さい。

複数
デバ
問題

る場合があります。このようなオー

ィオチップセットであったりします。

オデバイスを完全にアンインストー

オーディオデバイスを動作させると、

コンピ
な問題
BIOS
場合に

で下さ
［このハードウェア プロファイルで使用不可にする］チェックボック
❑ このチェックボックスが選択され、無効になっていることを確認

7. ［OK］をクリックしてWindowsを再起動し、変更を有効にし
ゲームポートジョイスティックのインタフェイスが無効にな

ジャのエントリーに赤い×印が付きます。

ジョイスティックが適切に動作しないプログラムがある。

プログラムは、コンピューターのプロセッサータイミングを使用して

場合があります。プロセッサーが高速だと、プログラムがジョイス

誤って決定してしまうことがあります。

問題を解決するには

❑ お使いのマザーボード／コンピューターのシステムBIOS設定の
大きくします。もし可能ならば、ATバススピードを調節して、ク
れでも問題が解決しない場合は、別のジョイスティックをお試

る詳細情報は、マザーボード／コンピューターの説明書をご参照

のオーディオ
イスに伴う

既にインストールされている他のオーディオカードが動作しない。

コンピューターに既にオーディオデバイスがインストールされてい

ディオデバイスは、サウンドカードであったり、オンボードオーデ

Sound Blaster Audigyカードをインストールする前に、既存のオーディ
ルして削除しておくことをお勧めします。コンピューターで複数の

機能不全の問題が生じる可能性があります。

ューターのシステムに重大
が発生する事をさける為、
に関する知識が十分でない

は、BIOSに変更を加えない
い。
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作業を行って下さい。

れていることが検出された場合、古い

うに推奨するメッセージボックスが

面の手順に従って古いオーディオデ

サウンドカードを取り除いて下さい。

いることが検出された場合、完全な

くように推奨するメッセージボック

、Sound Blaster Audigyカードのイン

の完全なアンインストール処理を行

に従います。

、又は、Deleteキーを押します。

erキーを押します。

ディオチップセットを無効にします。

します。

BIOS
て操作
な操作
ピュー
作業を
このため、Sound Blaster Audigyカードのインストール中に以下の
❑ コンピューターでSound Blaster Live!シリーズがインストールさ
オーディオデバイスを完全にアンインストールして削除するよ

表示されます。このボックスで［はい］ボタンをクリックし、画

バイスの削除処理を完了します。そして、コンピューターから古い

❑ コンピューターにその他のサウンドカードがインストールされて

アンインストール処理を行い、古いオーディオデバイスを取り除

スが表示されます。このボックスで［はい］ボタンをクリックし

ストール処理を続けます。

Sound Blaster Audigyカードのインストール後に、既存のカード
い、コンピューターからサウンドカードを取り除いて下さい。

オンボードオーディオチップセットを無効にする場合。

オンボードオーディオチップセットを無効にするには、以下の手順

1. システムを再起動します。

2. メモリーチェック中に、ご使用のマザーボードに応じて、F2キー
BIOSセットアップメニューが表示されます。

3. チップセット機能をセットアップするための項目を選択し、Ent

4. Onboard Legacy Audioを選択し、Enterキーを押してオンボードオー

5. Escキーを押し、BIOSセットアップメニューに戻ります。

6. セットアップの保存と終了を行う項目を選択し、Enterキーを押

7. Yキーを押し、Enterキーを押します。

のメーカーやタイプによっ

方法は異なります。具体的
方法は、お使いのコン
ターでご確認の上、正しく
行って下さい。
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So
Liv
関す

ンストールしようとすると問題が発

て取り除きます（推奨）。あるいは、

ルパネル］をクリックします。

ブルクリックします。

ージャ］タブをクリックします。

ックし、［Creative Sound Blaster Live!

。

ックスがある場合。

。

リックしします。

該当エントリに赤い×印が付きます。

Windo
ロール
が異な

上での

オンラ
und Blaster 
e!シリーズに
る問題

Sound Blaster Live!のアプリケーションが動作しない。

Sound Blaster AudigyとSound Blaster Live!を同じコンピューターにイ
生します。

問題を解決するには

コンピューターから Sound Blaster Live!カードをアンインストールし
Sound Blaster Live!カードを無効にします。

1. ［スタート］メニューから、［設定］をポイントし、［コントロー

2. ［コントロールパネル］ウィンドウで、［システム］アイコンをダ

3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスで、［デバイスマネ

4. ［サウンド、ビデオ、及びゲームのコントローラ］をダブルクリ
Series］を選択します。

5. ［プロパティ］ボタンをクリックします。

6. ［～のプロパティ］ダイアログボックスで以下の操作を行います

［このハードウェア プロファイルで使用不可にする］チェックボ

• このチェックボックスをオンにしてデバイスを無効にします

7. Windowsを再起動して変更内容を反映させるために、［OK］をク

Sound Blaster Live!シリーズが無効になると、デバイスマネージャ内で

ws の種類によって［コント
パネル］を表示させる操作
ります。お使いの Windows
操作の詳細は、Windows の
インヘルプをご覧下さい。
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I/O
競合

設定されていると、競合が発生する

ネージャを使用して、サウンドカー

を変更して下さい。

ドカードやその他の基本的なカード

以外のカードを一度、全て取り外し、

つカードを取り付けていきます。

トロール パネル］をクリックします。

ブルクリックします。

ージャ］タブをクリックします。

から、競合を起こしているサウンド

を起こしているデバイスは感嘆符 (!)

クします。

OK］ボタンをクリックします。

ているデバイスにリソースを割り当

ソフ
DV
に関

ャンネルモードと SPDIF 出力モー
ミキサーの設定は正しいにも関わら

さい。

Windo
ルにあ
グ」の
す。
アドレスの
の解決方法

サウンドカードと別の周辺機器が同じ I/Oアドレスを使用するように
ことがあります。

I/Oアドレスの競合を解決するには、Windows 98 SE/Meのデバイスマ
ド、又は、アドレスの競合を起こしている周辺機器のリソース設定

どのカードが競合の原因となっているか分からない場合は、サウン

（例えば、ディスクコントローラーやグラフィックスカードなど）

デバイスマネージャがコンフリクトの発生を示すまで、再度 1枚づ

Windows 98 SE/Me環境でハードウェアの競合を解決するには
1. ［スタート］ボタンをクリックし、［設定］をポイントして［コン

2. ［コントロール パネル］ウィンドウの［システム］アイコンをダ

3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスの［デバイス マネ

4. ［サウンド、ビデオ、及びゲームのコントローラ］のエントリー
カードを選択し、［プロパティ］ボタンをクリックします。競合

で示されます。

5. ［プロパティ］ダイアログボックスの［リソース］タブをクリッ

6. ［自動設定］チェックボックスが選択されていることを確認し、［

7. Windows 98 SE/Meがサウンドカード、及びコンフリクトを起こし
て直すことが出来るように、コンピューターを再起動します。

トウェア
Dプレイヤー
する問題

DVD ムービーを見ながらオーディオ設定を変更すると（例えば 6 チ
ドを切り替えるなど）、ソフトウェア DVD プレイヤーやサラウンド
ず、うまく設定変更出来ない。

問題を解決するには

ソフトウェアDVDプレイヤーをいったん終了し、起動しなおして下

ws 98 SE/Meのヘルプファイ
る「トラブルシューティン
項を参照することも出来ま
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Win
200
ドラ
関す

い可能性があります。

イル（dx80bda.exe）をダウンロード

す。

ルする必要があります。

使用のDVカムコーダー向けに完全

を挿入します。

け、DVConnect 240.exeファイルを実
します。

するように求められるかもしれませ

す。

1394M
XPでは
dows 98 SE/
0/MeのDV
イバに
る問題

DVカムコーダーが正常に動作しない。

MSDVカムコーダードライバが最新バージョン（v4.10.2226）ではな

問題を解決するには

1. Microsoft Webサイトで、Digital Video update for DirectX 8.0ファ
します。

2. ダウンロードしたファイルをコンピューターにインストールしま
注意 : まず、DirectX 8.0、又は、8.0aランタイムをインストー

問題が依然として解消しない場合、MSDVカムコーダードライバがご
に最適化されていない可能性があります。

問題を解決するには

1. DVカムコーダーの電源を入れます。

2. CD-ROMドライブにSound Blaster AudigyインストールCD-ROM
起動画面を閉じます。

3. Windows Explorerを使用してCD-ROM内で1394フォルダを見つ
行します。そして、画面の手順に従ってセットアップ処理を完了

Windows 98 SEを実行している場合、Windows 98 CD-ROMを挿入
ん。画面の指示に従ってセットアップ手順を完了します。

4. ［完了］ボタンをクリックします。

5. DVカムコーダーの電源をオフにした後、もう一度電源を入れま

SDN ドライバは、Windows
使用出来ません。

http://www.microsoft.com
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VIA
のマ
の一
るフ
の問

り付けると、ごく一部ですが次のよ

なったり（「ハング」したり）、自動的

されなかったり破損したりする。

ップセットが組み込まれた、ごく一

か確認するには

、Windo
ロール
が異な

上での

オンラ

図 B-1［デバイスマネージャ］タブ
チップセット
ザーボード
部に見られ
ァイル転送
題

Sound Blaster AudigyカードをVIAチップセットのマザーボードに取

うな問題が生じる場合があります。

サイズの大きなデータを転送すると、コンピューターが反応しなく

に再起動されたり、あるいはデータが別のドライブから完全に転送

これらの問題は、マザーボードにVIA VT82C686Bコントローラーチ

部のコンピューターに見られます。

マザーボードに VT82C686Bチップセットが組み込まれているどう

❑ コンピューターのマザーボードのマニュアルを参照するか、又は

❑ Windows環境の場合：

1. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にク

リックします。

2. ［システム］アイコンをダブルクリックします。

3. ［デバイスマネージャ］、又は、［ハードウェア］タブを

クリックします。

4. ［システム デバイス］アイコンをダブルクリックします。

5. 表示されたリストに、図 B-1に示されている項目が含ま

れているかどうか確かめます。

6. これらの項目が表示されている場合は、コンピューター

のカバーを取り外し、マザーボード上の VIAチップ

セットの場所を確かめます。

（1-5ページの安全上の予防措置に注意して下さい）。

VT82C686Bチップセットには、チップ上にモデル番号

が記載されています。

ws の種類によって［コント
パネル］を表示させる操作
ります。お使いの Windows
操作の詳細は、Windows の
インヘルプをご覧下さい。
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に連絡し、最新の解決策を入手する

決することが出来ます。

する *

手する *

Creative は、これらのウェブサイトから
ユーザーの便宜をはかることのみを目的
VT82C686Bチップセットが含まれている場合
❑ まず最初にコンピューター販売店もしくはマザーボードの製造元

ことをお勧めします。

❑ 次のいずれか、又は、両方を行うことによって、上記の問題を解

• http://www.viatech.comから VIA 4in1ドライバをダウンロード

• マザーボードの最新の BIOSを製造元のウェブサイトから入

※これらのウェブサイトのコンテンツは、他社の管理下にあります。

得た情報やダウンロードに対して責任を負いません。この情報は、

として提供されています。
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